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会津美里町人事行政の運営等の状況の公表について 

 

会津美里町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年会津美里町条例第40号）第６条の規定に

基づき、平成 25 年度の人事行政の運営の状況について公表します。 

 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）任 免 

  ① 採用状況（平成 25 年度）                                            （単位：人） 

区       分 採用人数 備 考 

大卒程度 一般事務            ４ 
４月１日付け採用   ３ 

10 月１日付け採用  １ 

    ② 退職状況（平成 25 年度）                                                               （ 単位：人） 

区  分 定年退職 勧奨退職 普通退職 計 

退職者数 ７ ４ ２ １３ 

 

（２）職員数の状況と主な増減理由 

  ① 部門別職員数の状況と主な増減理由                                             （各年４月１日現在） 

            
 区 分 

部 門 

職  員  数 
対 前 年 
増 減 数 

 
主 な 増 減 理 由 

 平成25年度 平成26年度 

  
 
 
 普 
  
 通 
  
 会 
  
 計 
  
 部 

  
 門 

  

 
 
 一 
 般 
 行 
 政 
 部 
 門 
 
 
 

議 会 
総 務 
税 務 

農林水産 
商 工 
土 木 
民 生 
衛 生 

    ３ 
４９ 
１５ 
１６ 
７ 

１３ 
３９ 
１２ 

    ３ 
５０ 
１５ 
１６ 

７ 
１３ 
３７ 
１１ 

 
  １ 

 
 
 
 

▲２ 
▲１ 

 
 業務増（室の設置） 
 
 
 
 
 民間委託による減 
 事務の統廃合による減 

   
計 

 

 
１５４ 

 

 
１５２ 
     

 
 ▲２ 

＜参考＞                        
  人口１万人当たり職員数 67.77人 
 （類似団体     57.77人） 

 教育部門 
      教 育 

 
４５ 

 
４３ 

 
▲２ 

 
  

  
 小   計    
 

 
１９９ 

 
１９５ 

 
▲４ 

 

公 
営 
企会 
業計 
等部 
 門 

   上下水道 
   国   保 
   介護保険 

  １４ 
７ 
６ 

 １３ 
７ 
６ 

▲１    

  
小   計 

 

 
２７ 

 
２６ 

 
 ▲１ 

 
 

 
合  計 

 

 ２２６ 
[ 238 ] 

２２１ 
[ 238 ] 

  ▲５ 
 
＜参考＞                          
   人口１万人当たり職員数 97.25人 

 （注）１ 職員数は一般職に属する職員数です。 

    ２ [     ]内は、条例定数の合計です。 
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  ② 定員管理の数値目標及び進捗状況 

   ア 平成 22 年４月１日から平成 28 年４月１日における定員管理の数値目標     

平成22年４月１日  

    職員数 

平成28年４月１日  

   職員数 
純減数 純減率 

   

   

   

   

               人 

    238 

               人 

    220 

               人 

    18 

               ％ 

    7.6 

                                                                                

    （参考）会津美里町における定員管理の数値目標                

             計画期間  

数値目標 

 

                     

                     

                     

                     

                     

始 期
 

終 期
 

平成22年４月1日
 

平成28年4月1日
        18人減 

                                                                              

   イ 定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要                            （各年４月１日現在） 

区 分 22 年 
23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 計 

部 門 計画始期 

一 般 

行 政 

職員

数 
164 

162 

（165） 

160 

（157） 

158 

（154） 

154 

（152） 
153 152  

増 減  ▲2 ▲2 ▲2 ▲4 ▲1 ▲1 ▲12 

教 育 

職員

数 
46 

46 

（44） 

45 

（45） 

44 

（45） 

43 

（43） 
42 40  

増 減   ▲1 ▲1 ▲1 ▲1 ▲2 ▲6 

公営企

業 

等会計 

職員

数 
28 

28 

（27） 

28 

（27） 

28 

（27） 

28 

（26） 
28 28  

増 減         

計 

職員

数 
238 

236 

（236） 

233 

（229） 

230 

（226） 

225 

（221） 
223 220  

増 減  ▲2 ▲3 ▲3 ▲5 ▲2 ▲3 ▲18 

（注）１ 計画期間は、２２年～２８年の８年間です。 

        ２ 増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては増減数の累計を示します。 

    ３ 各欄の（ ）内の数は実績を示します。 
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３ 職員の勤務時間その他勤務条件の状況 

（１）職員の勤務時間の状況 

   一般的な職員の勤務時間は、休憩時間を除き、１日について７時間45分（午前８時30分～午後５時15分）、１週間につ

いて38時間45分です。 

   また、交代制勤務職員（保育所等に勤務する職員）など、勤務の特殊性によりこの勤務時間により難い職員の勤務時

間は、別に定めています。 

 

（２）職員の年次有給休暇の使用状況 

   年次有給休暇は、１年ごとに20日付与されており、20日を超えない範囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができるこ

とになっています。 

   平成25年の１人当たりの平均使用日数は、次のとおりです。 

1人当たり平均使用日数 

８．６日  

  (注) 町長部局に勤務する職員で一般的には月曜日から金曜日に勤務し、午前８時30分から午後５時15分の時間帯に

勤務が割り振られている職員を対象としています。 

 

（３）病気休暇及び特別休暇の状況 

   病気休暇は、職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ない場合に認められる

有給休暇です。 

   特別休暇は、選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事由により職員が勤務しないことが相当

である場合として規則で定められている有給休暇です。同規則で定められている特別休暇は、次のとおりです。 

種  類 付与日数 

１ 産前産後休暇 
産前８週間以内 

産後８週間以内 

２ 配偶者の出産休暇 ３日以内 

３ 育児参加休暇 ５日以内 

４ 妊娠障害休暇 10日以内 

５ 子の看護休暇 ５日以内 

６ 育児休暇 １日２回各45分以内 

７ 生理休暇 その都度２日以内 

８ 忌引休暇 配偶者の場合10日以内 ほか 

９ 夏季休暇 ５日以内 

10 ボランティア休暇 ５日以内 

11 結婚休暇 ７日以内 

12 父母の祭日の休暇 その都度１日以内 

13 リフレッシュ休暇 
勤続20年に達する場合 ３日以内 

勤続30年に達する場合 ５日以内 

14 骨髄移植に係る登録又は骨髄液の提供の休暇 必要と認められる期間 

15 選挙権等の権利行使のための休暇 必要と認められる期間 

16 証人等として官公署へ出頭するための休暇 必要と認められる期間 

17 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律の規定による交通の制限又は遮断を事

由とする休暇 

必要と認められる期間 
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18 風水震火災等による交通の遮断を事由とする休暇 必要と認められる期間 

19 風水震火災等による職員の住居の滅失等を事由と

する休暇 
１週間の範囲内で必要と認められる期間 

20 交通機関の事故等を事由とする休暇 必要と認められる期間 

21 風水震火災等による職員の通勤途上における身体

の危険の回避を事由とする休暇 
必要と認められる期間 

 

（４）育児休業等の利用状況 

   育児休業及び部分休業は、ともに職員が３歳に満たない子を養育するため、当該子が３歳に達する日

まで取得することができるもので、そのうち部分休業については、勤務時間の始め又は終わりに１日を

通じて２時間を超えない範囲（30分単位）で取得できることとしています。 

   なお、育児休業の場合は休業中、部分休業の場合は勤務しない時間が無給となっています。 

   平成25年度の取得状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

 育児休

業取得

者数 

部分休

業取得

者数 

育児短時

間勤務取

得者数 

平成25年度中に

新たに育児休業

が取得可能とな

った職員（育児休

業対象者数） 

うち育児

休業取

得者数 

うち部分

休業取

得者数 

うち育児

短時間勤

務取得者

数 

男性職員 
０ ０ ０ 

４ ０ ０ ０ 
０ ０ ０ 

女性職員 
２ ０ ０ 

２ ２ ０ ０ 
２ ０ ０ 

計 
２ ０ ０ 

   ６ ２ ０ ０ 
２ ０ ０ 

 (注)１ 「育児休業取得者数」、「部分休業取得者数」、「育児短時間勤務取得者」の欄の上段には平成25年度に新たに

育児休業（部分休業又は育児短時間勤務）を取得した者、下段には育児休業（部分休業又は育児短時間勤務）

の期間が平成24年度から25年度にかけて引き続いて育児休業を取得している者の数です。 

   ２ 表左側の「育児休業取得者数」、「部分休業取得者数」、「育児短時間勤務取得者」欄の上段の平成25年度に新

たに育児休業（部分休業又は育児短時間勤務）を取得した者の数には「平成25年度中に新たに育児休業が取

得可能となった職員で育児休業（部分休業又は育児短時間勤務）した職員」と「平成25年度以前に育児休業（部

分休業又は育児短時間勤務）が取得可能となったが、平成25年度に新規に育児休業（部分休業又は育児短時

間勤務）をした職員」の両方が含まれるので、表右側の「うち育児休業取得者数」、「うち部分休業取得者数」、「う

ち育児短時間勤務取得者数」の各々と必ずしも一致するわけではなく、また下回ることもありません。 

 

（５）介護休暇の取得状況 

   介護休暇は、職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等の負傷、疾病又は老齢のため、当該配偶

者を介護することが相当である場合に6月の期間内で認められる休暇で、勤務しない時間は無給とな

っています。 

   平成25年度の取得状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

 介護休暇取得者数 

男性職員 ０ 

女性職員 ０ 

計 ０ 
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４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）分限処分の状況 

   分限制度は、職員が恣意的にその職を奪われることのないように身分を保障することにより、公務の

中立性、安定性を確保し、公務能率の維持及びその適正な運営を図る趣旨から整備されています。 

   分限処分は、法又は条例に定める事由に該当する場合に限り、任命権者が職員の意に反して、その

身分に不利益な変動をもたらす免職等の処分のことをいいます。 

 平成25年度の分限処分の状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

区     分 降任 免職 休職 降給 合計 

勤務実績が良くない場合 

(地方公務員法第28条第１項第１号) 
０ ０ ０ ０ ０ 

心身の故障の場合 

(地方公務員法第28条第１項第２号、第２項第１号) 
０ ０ ０ ０ ０ 

職に必要な適格性を欠く場合 

(地方公務員法第28条第１項第３号) 
０ ０ ０ ０ ０ 

職制等の改廃等により過員等を生じた場合 

(地方公務員法第28条第１項第４号) 
０ ０ ０ ０ ０ 

刑事事件に関し起訴された場合 

(地方公務員法第28条第２項第２号) 
０ ０ ０ ０ ０ 

条例に定める事由による場合 

(地方公務員法第27条第２項) 
０ ０ ０ ０ ０ 

合    計 ０ ０ ０ ０ ０ 

 

地方公務員法第28条第４項により失職した者 

 

０ 

 

（２）懲戒処分の状況 

   懲戒制度は、職員の一定の義務違反に対して、道義的責任を追及することにより、地方公共団体に

おける規律と公務遂行の秩序の維持を図る趣旨から整備されています。 

懲戒処分は、法に定める事由に該当する場合に、職員の非違の責任を明らかにして科される制裁

として、任命権者が職員の身分に不利益な変動をもたらす免職等の処分のことをいいます。 

   平成25年度の懲戒処分の状況は、次のとおりです。 

  ① 懲戒処分者数                    （単位：人） 

区    分 戒告 減給 停職 免職 合計 

法令違反 

（地方公務員法第29条第１項第１号） 
０ ０ ０ ０ ０ 
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職務上の義務違反又は怠慢 

（地方公務員法第29条第１項第２号） 
０ ０ ０ ０ ０ 

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行 

（地方公務員法第29条第１項第３号） 
０ ０ ０ ０ ０ 

合    計 ０ ０ ０ ０ ０ 

 

② 行為別懲戒処分者数内訳               （単位：人） 

区    分 戒告 減給 停職 免職 合計 

給与・任用に関する不正 

（諸給与の不正領得等） 
０ ０ ０ ０ ０ 

一般服務違反関係 

（職務命令違反、信用失墜行為等） 
０ ０ ０ ０ ０ 

一般非行関係 

（傷害・暴行の刑法違反等） 
０ ０ ０ ０ ０ 

収賄等関係 ０ ０ ０ ０ ０ 

道路交通法違反 ０ ０ ０ ０ ０ 

管理監督責任 ０ ０ ０ ０ ０ 

合    計 ０ ０ ０ ０ ０ 

 

５ 職員の服務の状況 

  職員の服務については、法第30条に服務の根本基準が定められているほか、法令等及び上司の命令

に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議

行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務や制限が課されています。 

  これらの服務規律を保持するため、懲戒制度の適切な運用に努めているほか、日ごろから職員に対し

て注意を喚起し、その徹底を図っています。 

  平成25年度の服務規律の遵守に関する主な取組状況は、次のとおりです。 

任命権者 取組内容 周知方法等 

各任命権者  職員の服務規律の厳正な保持について、

12月に周知したほか、必要に応じて随時、

職員への周知等を図った。 

文書による通知 

各所属における会議、打合せ等

での周知 

 

６ 職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１）研修実施の状況 

   人材育成基本方針に基づき、町が直面する行政課題に的確に対応できる職員を育成するため、ふく

しま自治研修センター等を活用した研修所研修や職場内研修、派遣研修等の各種研修を実施して

います。 

   平成25年度の主な研修の実施状況は、次のとおりです。 

  ○研修所研修                                              （単位：人） 

研 修 内 容 人 数 備    考 

 ふくしま自治研修センター 

新規採用職員研修（前・後期） 3 新規採用職員 
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新任課長研修 2 新たに課長職に就いた職員 

新任管理者研修 2 新たに課長補佐職に就いた職員 

新任係長研修 3 新たに係長に就いた職員 

基礎力アップ研修 10 採用４年目の職員 

実行力アップ研修 7 採用１１年目の職員 

総合力アップ研修 15 採用１９年目の職員 

 選択研修 16 ・情報セキュリティー講座 

・不当要求講座 

・エクセル講座 等 

  ○研修所研修（全国市町村国際文化研修所、市町村職員中央研修所） 

研修内容 人数 備    考 

政策法務研修 
1 

 

  ○職場内研修                           （単位：人） 

研修内容 人数 備    考 

新規採用職員研修 

コンプライアンス研修 

メンタルヘルス研修 

3 

31 

20 

 

 

（２）勤務成績の評定の状況 

   勤務成績の評定は、地方公務員法第40条第１項の規定に基づき、昇給等判定のための評定のほか、

人材育成、人事異動等の基礎資料として活用しました。 

 

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）職員の福利厚生の実施状況 

  ① 安全衛生管理 

    職員の安全の確保及び健康の保持増進を図り、快適な職場環境を実現するため、労働安全衛生法及び会津美里

町職員安全衛生管理規則に基づき、安全衛生委員会を組織し、職員の安全衛生管理に努めています。 

  ② 職員の健康管理 

    疾病の予防、早期発見を図るため、労働安全衛生法に基づき、各種健康診断等を実施し、職員の

健康管理に努めています。平成25年度の実施状況は、次のとおりです。 

（単位：人） 

検 診 項 目 受診者数 備   考 

生活習慣病予防検診 187  

胸部間接撮影 185  

胃がん検診 101  

大腸がん検診 93  

前立腺がん検診 35  

子宮がん検診 27  

乳がん検診 17  

骨粗鬆症検査 22  

VDT検診 97  

人間ドック 38  

脳ドック 4  
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  ③ 職員の福利厚生 

    会津美里町職員共助会では、職員相互の親睦融和及び福祉増進を図るために、 

職員スポーツ大会の開催・清掃ボランティアの実施・慶弔等の共助を行っています。 

    ※平成25年度（決算） 

     ・会員数      229名（平成25年４月１日現在） 

     ・会員（職員）会費 金額  4,396千円 

               会費率  給料月額×5／1,000 

     ・助成金      278千円 （スポーツ大会補助） 

     事業運営に必要な費用は、主に会員（職員）の会費と助成金を主な財源としてまかなわれておりま

す。助成金については、「地方公務員法が定める福利厚生事業」として行われる職員スポーツ大会

に要する経費に対し、福島県市町村職員共済組合から助成される助成金を町補助金として助成

するものです。 

 

（２）公務災害等の状況 

 平 成 24 年 度

末 未 認 定 件

数 

平 成 25 年 度

中申請件数 

平成25年度中認定状況 平 成 25 年 度 末

未認定件数 
公務上 公務外 取下げ 計 

公務災害 ０ ４ ３ ０ ０ ３ １ 

通勤災害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ０ ４ ３ ０ ０ ３ １ 

 

（３）職員の利益の保護の状況  

   職員の利益は、勤務条件に関する措置要求制度及び不利益処分に対する不服申立て制度により保

護されています。 

  ① 勤務条件に関する措置要求制度 

    地方公務員法第46条により、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、任

命権者により適当な措置が執られるべきことを要求することができる制度です。なお、会津美里町

においては地方公務員法第７条第４項の規定に基づき、福島県人事委員会に事務を委託していま

す。 

 係属件数 処理件数 翌年

度へ

の繰

越 

前年

度か

らの

繰越 

新規

要求 

計 却下 取下

げ 

打切

り 

判定 計 

全部

容認 

一部

容認 

全部

否認 

給与 ０ ０ ０        ０ 

旅費 ０ ０ ０        ０ 

勤務時間 ０ ０ ０        ０ 

休暇 ０ ０ ０        ０ 

執務環境 ０ ０ ０        ０ 

厚生福利 ０ ０ ０        ０ 

任用 ０ ０ ０        ０ 

その他 ０ ０ ０        ０ 

計 ０ ０ ０        ０ 
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  ② 不利益処分に対する不服申立て制度 

    地方公務員法第49条により、懲戒その他職員の意に反すると認める不利益処分を受けたとき、公平

委員会に不服申立てをすることができる制度です。なお、会津美里町においては地方公務員法第７

条第４項の規定に基づき、福島県人事委員会に事務を委託しています。 

 係属件数 処理件数 翌

年

度

へ

の

繰

越 

前年

度か

らの

繰越 

新規

申立

て 

計 却下 取下

げ 

打切

り 

判定 計 

処分

取消 

処分

修正 

処分

否認 

分

限

処

分 

降給 ０ ０ ０        ０ 

降任 ０ ０ ０        ０ 

休職 ０ ０ ０        ０ 

分限免職 ０ ０ ０        ０ 

懲

戒

処

分 

戒告 ０ ０ ０        ０ 

減給 ０ ０ ０        ０ 

停職 ０ ０ ０        ０ 

懲戒免職 ０ ０ ０        ０ 

その他 ０ ０ ０        ０ 

計 ０ ０ ０        ０ 

 


